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ハマキムシとカイガラムシ(イボタロウ

ムシ)の虫害を受けることがある。 

刈り込みは４月から１２月までいつでも

できるが、新梢が生長した後がよい。生

垣は５月、７月、1０月の年３回剪定す

ると美しく維持できる。 

初夏に密生させるように咲く花には芳香

がある。丈夫で萌芽力が強く、刈り込み

に耐えるため、垣根や目隠しに利用され

る。日陰にも耐えるが、葉の密度は落ち

る。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

ライラックの台木にされるが、樹勢が強く、台

木が芽吹いてイボタノノキになってしまうこと

がある。 

Memo 

小枝に細かい葉を並べるようにつけ、初夏には

白い花を密生させる。北海道～九州の山野の林

縁によく見られる。暖地では落葉しないため半

落葉と表示される。樹皮にイボタロウムシがつ

き、そこから蝋（ろう）が採れワックスなどに

利用される。樹名はこのロウムシに由来。 

生長：やや速い 特 記 

モクセイ科（APGⅢ） 科 名 

半落葉・落葉／中高木／木本植物／在来種 

イボタノキ  [ 水蝋の木 ]  

ウラゴマダラシジミ 

メジロ・アカハラ・ツグミ・オナガ 

アトリ・シジュウカラ・ヒレンジャク 

キレンジャク 
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